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教育の質保証強化に
向けた分析結果の活用
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分析結果の活用と質保証強化の全体像

卒業生アンケート
（5年に1回）

企業調査(採用企業）
（毎年）

中からのチェック 外からのチェック

多様なス
テークホル
ダーからの
評価

企業・自治体、教育
委員会、保護者等に
よる外部評価
（毎年）

教育目標
P
学
士
課
程
基
盤
教
育

D

２年
始業次

３年
終了時

入学時

実践地域
基盤力

国際
基盤力

学問
基盤力

基盤力テスト

想定してい
る人材を育
成できてい
るか

C

A
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C 教育プログラムと３ポリシーの整理（１）

教育プログラム

教育目標

DP

CP

AP

「学位プログラム」ではなく、教育目標を最小単位
とする「教育プログラム」という考え方に準拠

学部 学科 コース 教育プログラム 学位

A学部 A1学科 A1学プログラム 学士(○○学)

A2学科 A2Xコース ○△学プログラム 学士(○△学)

A2Yコース A2Y学プログラム 学士(○□学)

B学部 B1学科 B1学プログラム 学士(B1学)

B2学科 B2学プログラム 学士(B2学)

C学部 C1学科 C1学プログラム 学士（□□学)

C2学プログラム

C3学プログラム

・・・ ・・・

参考文献： 浅野茂（2017）「３つのポリシーの体系化に向けたIRによる支援―山形大
学における教育の質保証強化の取組を通じて―」，名古屋高等教育研究，第17，pp8-22．



65URL: https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/university/policy2017/

C 教育プログラムと３ポリシーの整理（２）
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C ポリシーとカリキュラムの整合性確保（１）
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C ポリシーとカリキュラムの整合性確保（２）
CPとの対応状況 DPとの対応状況
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C ポリシーとカリキュラムの整合性確保（３）
カリキュラムDを例に：

科目名 授業の到達目標

学位授与方針（DP)

1 2 3 4 5 6 7 8 9

微積分解法

関数と数列の極限、級数の収束・発散についての計算ができる。初等関数（代
数関数、三角関数、指数関数、対数関数、双曲線関数）について、合成関数、逆
関数の微分の計算ができる。関数のグラフの応用、関数のテーラー展開ができ
る。置換積分法・部分積分法を用いた積分計算とその応用ができる。

◎
I

物理化学基礎

物理化学の基本概念を理解する。物質の三態の中で最もよくわかっている気体
を例にとり、理想気体、実在気体、気体分子運動論、さらには気体の統一的解
釈について適切に理解できるようになる。また、エンタルピーに関する基本的な
概念を理解することを目標とする。

◎
I

物理学基礎

この講義を履修した学生は，(1) 静電磁気学に必要なベクトル解析を用いて、計
算や式の変形ができる．(2) 真空中の静電場（電界）に関して、クーロンの法則、
点電荷および電気双極子が作る電場を計算できる．(3) ガウスの法則の意味を
理解し、電場が計算できる．

◎
I

有機化学基礎

原子構造，化学結合，共鳴，酸と塩基、立体化学に関する基本的な知識を身に
つけるとともに，アルカンやシクロアルカンのIUPAC命名法と構造について理解す
る。

◎
I

高分子工学

高分子物理学および高分子化学を勉強するために必要な基本的事項を理解す
ると共に、高分子の構造、物性および化学を学ぶ際にどのような分野の知識が
必要になるかを理解する。

◎
I

微積分解法

〔補習〕

関数と数列の極限、級数の収束・発散についての計算ができる。初等関数（代
数関数、三角関数、指数関数、対数関数、双曲線関数）について、合成関数、逆
関数の微分の計算ができる。関数のグラフの応用、関数のテーラー展開ができ
る。置換積分法・部分積分法を用いた積分計算とその応用ができる。

◎
I

スキルアップセ
ミナー

１．機能高分子工学科の特色・目標，および今後の学生生活，研究室での活動，
卒業後の進路についてイメージを描けるようになる
２．研究室見学を通じて情報・資料収集を行い，レポートを作成できるようになる
３．専門用語の英語を聞き，グローバル化に対応していくため，各自が今後の英
語学習について独自の目標を設定できるようになる
４．パワーポイントを作成し発表できるようになる

◎
R

〇
R

基礎専門英語

この講義を履修した学生は、(1)高分子科学・工学に関する基本的な用語を身に
つけることができる。(2)高分子科学・工学に関する概念と基本的な用語を説明
することができる。(3)高分子科学・工学に関して基礎的な英語論文・専門書を読
解することができる。

◎
R

〇
R

△
R
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PDCA 教学マネジメント体制

ＩＲデータの収集と分析
・基盤力テストと教育成
果の評価分析
・高大接続教育の学習
成果に関する研究
・入学者選抜方法に関す
る研究
・全学的な教育の学修成
果に関する分析
・人間力・就業力に関す
る指標の評価
・卒業後の自己実現に関
する達成度の評価
・学長・ＦＤ部への分析結
果等の提示

学 長

・入学前～卒業後の指標を一元評価、改善提案

次世代形成・評価開発機構 ⓑ

３年一貫学士課程基
盤教育の改善
基盤力テスト等の知見
から改善計画を策定
・学生評価基準の統一
と厳格化
・ルーブリックの規格化
等評価手法の普及
・授業内容の規格化・
調整等、通用性
・ＩＲ部門が提示する分
析結果に基づく教育改
善案の策定
・教職員の教育評価と
組織化のための企画

基盤専門教育・学問基盤力テストの
実施に関する業務
（実施計画・実施方法及び調整等）

多文化共生教育センター

基盤共通教育・実践地域基盤力テストの実
施業務 （実施計画・実施方法及び調整等）

・導入科目部門 ・基幹科目部門
・教養科目部門 ・共通科目部門

専門教育実施部共通教育実施部

地域創生教育センター

・国際基盤力テストの実施支援
・英語を主とした語学教育の系統的実施
・英語教育、初修外国語教育、日本語教育

・多文化共生実践教育の支援
・新興国への「学生大使」派遣等を含む留学支援

・探究プログラム ・補習プログラム

ＦＤ部門

・社会人基礎力やＰＢＬ教育を統合し
課題発見・課題解決能力の開発
・キャリア教育・キャリアサポート

・ＰＢＬ、インターンシップ

・地域創生実践教育の支援

ＩＲ部門

・学部横断的に学士課程教育プログラムを統括改革立案

・学士課程基盤教育に関する基本方針、将来計画及び

企画運営に関する業務

学士課程基盤教育機構 ⓐ
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CA 教育プログラムの認定作業の定着
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PDA 教育ディレクター制度

http://www.yamagata-u.ac.jp/ky-k/staff/02.html
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CA 分析、効果検証、継続的改善の支援体制

URL： https://ir.yamagata-u.ac.jp/what-is-ir/

・IR（Institutional Research）とは

客観的なデータ分析に基づいた大学
における諸活動の効果検証及び、情
報提供等を通じた大学の意思決定又
は業務の継続的改善を支援すること

・IE（Institutional 
Effectiveness）とは
IR機能を活用して効果検証を行い、

大学として継続的改善の循環プロ
セスを実行すること
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今後の展望

 分析結果の活用
 入学時、２年始業時の基盤力テストの結果を用いたカリキュラム

の点検・評価

 ３年終了時の基盤力テストの開発における基礎情報

 APの成果指標： 学生の授業外学習時間、卒業生追跡調査の実
施率、基盤力テストの実施率のモニタリングと活用

 学生へのフィードバック、ディプロマ・サプリメント

 質保証
 カリキュラム・マッピング＋基盤力テストの結果を用いたプログラ

ム・レビューによる教育の効果検証

 カリキュラムの体系化と３つのポリシーの実質化

 継続的改善の循環プロセス（IE）の定着化
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